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縁音（えんね・玉井明日子、千本民枝）／語りと三味線「滝の白糸」「耳なし芳一」

和太鼓 大地　　
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八木繁・奥晴久（篠笛うさぎ会）
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演
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家
孝太郎（曲師 伊丹明）／浪曲「忠治の娘」

一般2,000円　高校生以下 500円 （全席自由）
金沢市民芸術村
HP（ご予約）  https://www.geimura.com/music/j-music-fes2021/
事務局　TEL：076-265-8300　FAX：076-265-8301

公演チケットのご予約・購入・お問合せ先



●金沢駅より JR 線高架に沿って徒歩 10 分
●北鉄バス「武蔵ヶ辻・近江町市場」発「香林坊」経由
　「新金沢郵便局」行「大豆田」バス停下車 　徒歩 5分　
※本数が限られているため、予めご確認の上ご利用ください。

【金沢市民芸術村アクセス】

〒920-0046　石川県金沢市大和町1-1　
TEL：076-265-8300　FAX：076-265-8301
https://www.geimura.com/music/j-music-fes2021/

●東家孝太郎　
中央アジアに伝わる倍音歌唱法「ホーメイ」や世界中に見られる口琴
などの民俗音楽演奏家としての活動を経たのち、日本の浪曲、浪花
節語りの声、節、語りが一体となったスタイルに惹かれ2011年5月
二代東家浦太郎に入門。2015年浅草木馬亭にて年明け披露。第3
回日本ホーメイコンテストにて浪曲とホーメイのミクスチャー演目にて
最優秀賞受賞。古典に加え新作、ホーメイや口琴を交えた倍音浪
曲なども演じる。日本浪曲協会員、現理事。

●縁音（えんね）
「語りの明日子」と、 「三味線の民枝」が、「金沢の風
情を味わっていただく」をコンセプトに2019年よりユ
ニット結成。各種イベントなどで「金沢の昔話や端唄
」を披露。好評を得ている。　
玉井明日子/昔話の語り手。「芋ほり籐五郎」など金
沢の民話を金沢弁で語る他、様々な昔話を語る。
千本民枝/祖父母の影響で8歳より三味線を始め、
金沢市内で端唄・三味線の指導にあたる。平成25
年より『和LIVE』活動を各所で開催。

●加賀万歳保存会　
加賀万歳（かがまんざい）は、前田利家が越前の府中（現在の越前市）を
治めていた頃、領民が年頭に祝賀のため舞っていたのが、利家の金沢入
城後、金沢城下にも来る様になったものといわれている。これを文化文政

（1804～1829）の頃、金屋町の宝生流能楽師である大石藤五郎が伝承発
展させ、地万歳として定着させた。万歳の形式は、太夫・主人・才歳が掛け
合いで祝言ものを唄い舞う。また、舞う前に前咄があり興をそえる。明治に
入り地万歳は、金沢旧市内の旧家や大商家、娯楽街の寄席で演じられる。
昭和になって、地万歳は加賀万歳と呼ばれるようになるが、漫才の流行
や、戦争などの影響を受け、伝承者は激減してしまう。しかし、昭和50年に
金沢市文化財の指定を受け、加賀万歳保存会が中心となってその保存、
継承に当たっている。

三味線、太鼓など様々な和楽器による、様 な々音楽を楽しめるコンサートフェスです。
今回は、ユーモアとペーソスに溢れ、そして品格ある話芸を中心に、

少し寿感のある、溌剌とした雰囲気を、たっぷりお楽しみいただける、
他では観られない金沢市民芸術村ならではの企画です。是非、お運びください。

●八木繁・奥晴久（篠笛 うさぎ会）
1970年 金沢市東山 故 藤舎秀寿笛方に篠笛を師
事。1975年 箏、尺八、琵琶、篠笛などによるグルー
プ「寂」を結成し演奏活動を開始。2004年 インタ
ーナショナル・チルドレンズ・フェスティバル（米国シア
トル）など出演多数。2008年 ファーストコンサート

（於 東京九段会館）開催。「うさぎ会」を主宰。

●和太鼓 大地　
平成11年に《和太鼓大地》を結成し、金沢を中心に
活動している。結成以来、私達は太鼓を愛し、仲間
を愛し、力強さとしなやかさを兼ね備えた太鼓を目
指している。演奏は創作太鼓で伝統にとらわれず自
由な曲調となっており、メンバーがアイデアを出し合
ってひとつの曲にまとめたものもある。日本文化フェ
スティバルや石川の太鼓、金沢オペラ祭をはじめ、
お祭り、各種イベントで演奏している。

●伊丹明（曲師）
東京都出身。平成６年日本浪曲協会三味線教室
入会。同年伊丹秀敏に入門、芸名伊丹一浩。
平成７年 伊丹秀夫に入門。平成９年より一浩改メ
伊丹一秀。平成12年より一秀改メ二代目伊丹明
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※ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染状況等により、予告なしに内容・会場・日程・時間・定
員等が変更または中止となる場合があります。※ご来場される方は、37.5 度以上の発熱や風邪、味覚障害等
の症状があるなど体調が優れない場合のご参加はご遠慮いただき、マスクの着用、手洗い、手指の消毒、社
会的距離の確保などをお願いします。※予防対策として、出演者、講師、スタッフは、マスクを着用し、会
場には消毒液を設置いたします。※「換気の悪い空間」「多数が密集する場所 」「近距離での会話や発声が行
われる場面」 を避けた運営を行います。 皆様のご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます 。 〈ご注意〉
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